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PLD MASTER をWindows-XP で利用する 

 
Windows-XPでWebPACKを使用するには以下の方法があります。 

１．旧バージョンのWebPACKを使用して、プログラマのみ新しいバージョンを使用する。 
２．WebPack6.3/7.1を使用して新しい環境で使用する。 

１の旧バージョンでの使用は手順が解説書と一致するため初めての方には問題が起こりにくい方法です。XP で使
用できない問題は、パラレルポートドライバが用意されていないことが問題ですので、コンパイルした jed ファイルを
書き込む時の問題です。そこで、この部分のみ新しいプログラムを使用する方法です。 
２のWebPack6.3/7.1 を使用して PLD-MASTER を利用する方法は全く新しい環境による方法で、使用方法は旧
バージョンと大きくは変わらないものの、操作性がよく、わかりやすい構成になっています。この点では新しいものを

お勧めいたしますが、問題点として動作速度が遅い点が上げられますし、弊社でもすべての課題の動作を評価して

いない点があります。ある程度自力で問題を解決できる方はこちらを選択できます。 
パソコンが２台ある方は使い分けてみたり、旧バージョンで一端動作させて、使い慣れたら新しいものに移行する方

法もあるでしょう。各自の力量に応じて最適な方法を選択してください。 
初心者の方はなるべく旧バージョンで進められることをお勧めいたします。 
新しいバージョンにはマニュアルやチュートリアルがあり、操作方法の参考になります。特に VHDL によるアプロー
チではこちらの説明を参照願います。 
 
ダウンロード 

どちらの方法でも新しいプログラムのダウンロードが必要です。 
www.xilinx.co.jp よりユーザ登録を行い、無償 ISE WebPACK 6.3iダウンロードのページを開きます。ダウンロー
ドの方法を読み、ダウンロードをおこないます。2005年 4月現在 ISE WebPACK 7.1iがダウンロードできます。ダ
ウンロードはインストール用のプログラムを一旦読込み、さらに本体のプログラムをダウンロードする方法がありますが、

目的のプログラムを一挙にダウンロードしたほうが簡単です。そこで、「完全な CPLD ツールセット」をダウンロードし
ます。大きなプログラムですので、ダウンロードやインストールには時間がかかります。 
方法１の旧バージョンでの使用の場合は、プログラマだけをダウンロードすればよく、「完全なプログラミングツール」

をダウンロードします。 
新しいバージョンのマニュアルのダウンロードはザイリンクスオンラインマニュアルをダウンロードします。 

 
 
 

［注意］ 
WebPACK7.1i は 2005
年 5 月の段階ではコンパ
イルが正常に行われない

ようです。 
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旧WebPACK による使用手順 

 
インストール 

１．WebPACK_71_cfcp_i.exe（WebPACK_63_cfcp_i.exe）を実行しインストールします。 
２．画面の指示に従い進み。はじめにライセンスの承諾をします。 
３.フォルダはデフォルトを使用します。 
４.インストールが開始されるとても時間がかかります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旧バージョンのインストールは解説書に従い行います。 

Webpack_design_entry.exe 
Webpack_cpld_fitter.exe 
Webpack_ecs_cpldlib.exe 

のファイルのみインストールし、プログラマーはインストールしません。 
 
WebPack 使用の手順 

プロジェクトの作成、回路の入力、コンパイルまでの手順は解説書と同じです。そちらを参考にしてください。 
書き込みの手順は異なります。２回目のインプリメント後に「Create Programming File」の項目をダブルクリックしま
す。これにより xxx.jed ファイルが作られます。ここから解説書では「Launch Progra・・・・・」より書き込みに入ります
が、プログラマをインストールしていないため項目がありません。ここから新しいバージョンを起動するため次のように

操作します。 
xxx.jed の書き込み（ダウンロード） 

１． PLD-MASTER 側のケーブル類を接続し、電源を入れます。ケーブルはしっかりと奥まで入れなければ動作エ
ラーになります。 
２．スタートより Xilinx_ISEの項目のアクセサリ、iMPACTを起動します。 
３．初めての起動ではいろいろな設定画面がでますので、デフォルト設定で送ります。 
４．自動的にボードの状態をチェックして 95108のデバイスを探してきます。 
５．ファイル入力の画面になりますからコンパイル結果の xxx.jedファイルを指定します。 
６．画面上の PLDマークをクリックして選択します。 
７．Operation メニューよりプログムを選択し、OKを押して書き込みを開始させます。 
８．書き込みが完了すると大きな字で書き込み成功が示されます。 
９．逆に失敗すると赤字でエラーの表示がでます。この場合はパソコンのパラレルポートの状態や、ケーブル、電源

の問題です。パラレルポートはパソコンにより設定がありますので、CMOSセットアップの設定を変更する必要が生じ
る場合もありますし、ノートパソコンなどはポートアドレスが一般的でない機種（特に IBM）があります。ポートアドレス
の設定などは Output メニューの Cable_Setupにて設定ができます。 
本画面の使用方法は旧バージョンと大きく変わっていませんので、解説書の内容も参考にしてください。 
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プログラマは独立に動作しますので、xxx.jedファイルを自由に書き込めます。中央のPLDマークをダブルクリックす
るとファイル名の入力画面が表示され、そこに jedファイルを指定することでデータが変更されます。次のプロジェクト
を書き込む場合も同様の方法で可能です。 
終了時ファイルのセーブは必要ありません。 



 4

WebPACK 7.1i / 6.3 による使用手順 

 
インストール 

１．WebPACK_71_cfull_i.exeを実行しインストールします。（応答には大変時間がかかる） 
２．画面の指示に従い進む。はじめにライセンスの承諾します。 
３.フォルダはデフォルトを使用します。（旧バージョンはアンインストールされる。） 
４.インストールが開始されるとても時間がかかります。 
５．デスクトップに Xilinx_ISE7.1iアイコンが用意さます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
WebPack 使用の手順 

１．プロジェクトの作成 

Xilinx_ISE7.1iアイコンからプログラムを起動します。 
New-Projectからスタートします。 
Project名、使用フォルダ、Schematicの選択 （回路図入力時）します。 
デバイス名称の入力、XC95108 PC84 -15を指定します。 
New Sourceは回路図のファイル名を入力し、種類を Schematicにします。 （回路図入力時） 
Add Sourceは無し。 
 
 
Project 名、使用フォルダ、Schematic の選択 
（回路図入力時） 
 
 
 
デバイス名称の入力 
 
 
 
 
回路図のファイル名を入力 
種類を Schematic 
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２．回路の入力 

回路図の描き方は解説書とほぼ同じですがファンクションキーは使用できないようです。アイコン操作で作り込

みます。 
プロジェクト枠内の回路図ファイルをダブルクリックすると起動します。 
プロジェクト画面に組み込まれる場合は独立させたほうが使いやすいでしょう。 
シンボルを置きます。 
シンボル間を結線します。 
IO Markerを使用して入力、出力端を囲い端子を作ります。 （ここは解説書と異なる） 
Selectを使用して各端子をダブルクリックし、端子名称と入出力方向を指定します。 
セーブして終了します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．コンパイル 

基本的な手順は解説書と同じです。 
Implement_Designをダブルクリックしコンパイルをスタートします。 

 

４．フィッティング 

ピン配置を指定します。 
Optional Implimentation Toolsの中の Lock Pinをダブルクリックして ucfファイルを作成します。 
一番上の Add Existing Source をダブルクリックして xxx_locked.ucfの Ucfファイルを選択します。 
ピン番号の指定は Edit Constraints を使用すると解説書のように文字で入力できます。ダブルクリックして
LOC=のピン番号指定を編集し最後にセーブします。 
編集画面は終了します。 
 
Assign Package Pinsを使用するとビジ
ュアルな画面で編集ができます。 
Assign Package Pinsをダブルクリックし
ます。 
画面が表示され左下に各端子名が表示

されます。 
Loc の項目にピン番号を入力する。
“P25”のように入力します。 
セーブして終了します。 
作業性はテキスト画面のほうが優れてい

ます。 

選択(Select) 

結線 

端子 

シンボル 

ピン番号 
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５．再コンパイル 

再度コンパイルを行います。 
項目がない場合は回路図ファイルを選択します。 
Implement_Designをダブルクリックしスタートします。 
コンパイル結果が表示されます。内容を確認します。（ucf の編集画面は
終了する） 
Pin_List よりピン配置を確認できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ピン番号の確認 
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５．書き込み 

PLDマスターをセットします。（前の説明と同様ですので参考にしてください。） 
Implement_Design→Generate Programming・・・→Configure Device をダブルクリックしスタートします。 
Automatically・・・・を選んで完了を入力するとケーブル接続を確認してBoundary Scanのメッセージが表示
されます。[OK]にてファイルのセレクト画面になります。 
コンパイルした jedファイルを選択します。（Xxx.jedファイル） 
画面上 PLDデバイスをクリックし選択します。 
メニューの Operation→Programming より書き込みを行います。 

 
 


